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新たな国際情勢認識

二国間協力の更なる強化

ウクライナの復旧・復興に向け両国で協力。

外務・防衛当局間の対話促進。

サイバー分野での協力の模索。

経済的強靱性及び経済安全保障に関する協力強化のための対話を促進。

経産省とポーランド産業省との協力覚書に基づく原子力分野での協力を促進。

経産省とポーランド開発・技術省との間で経済協力に関する定期協議を開催。

大阪・関西万博の成功に向けて協力を促進。

従来の協力分野に加え、新たに医療・宇宙を追加。双方の関係機関による対話・協力を模索。

法による支配と人権に基づく国際秩序の強化への協力。国連安保理改革や国連総会の再活性化に向け協力。

東シナ海・南シナ海における力又は威圧による一方的な現状変更の試みに強く反対することを再確認し、当該海域における地
域の緊張を高めうる行動に深刻な懸念を表明。北朝鮮に対し、安保理決議に従った朝鮮半島の完全な非核化に向けた具体的
な行動及び拉致問題の即時解決等を強く求める。

ウクライナに対する多面的な支援において両国で連携。

戦略的パートナーとして三海域イニシアティブ（３ＳＩ）におけるポーランドとの連携。

多国間協力・国際場裡での連携

本年２月、両国関係が戦略的パートナーシップに引き上げられて１０周年。幅広い分野で良好な両国関係を更に
強化していくことを確認。

法の支配に基づく国際秩序の基礎としての国連の諸原則の重要性を強調。

欧州とインド太平洋の安全保障が不可分であることを確認。

ロシアのウクライナに対する侵略を最も強い言葉で非難。侵略戦争に対する両国の結束を確認。

露朝軍事協力の増大を非難。インド太平洋地域を取り巻く安全保障環境が一層厳しさを増していることを確認。


